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松山市を中心に，県内の各方面へのびる道路は

年度末になると，道路工事の花盛りとなる。工事

現場に近づくと，「工事中走行注意』のほか，表

題の『除行」の標識が氾濫する。工事担当者は

『徐行」のつもりらしいが，原案作成者か，看板

製作者のいづれかがミスをしているものと思われ

る。

同じ『除行』の標識はフェリーボートのデッキ

にも麗々しく掲げられている。文字通り解釈する

と，『押し退けて行け」ということになるが，勿

論，当事者はそのつもりではない。無学のなせる

技である。この字を見て育った子供たちは一生を

通して『除行』と書き続けるのではなかろうか。

昭和40年代に各地の大学で『紛争･』が流行し，

大学の門前に立て看板が林立した時代があった1．

その看板にしばしば『粉争』が登場した。当時の

教官たちはそのそばを通りな力;ら，『コナアラソ

イ』か，とニヤニヤしたものである。字の間違い

を直してやろうという気さえ起らなかった。
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医学部分館長三木圭琴ムロ ノロ

このレベルの字は私共の年代には，にP学の一，

二年ですでに間違うことはなかったと思ってい

る。では，どうしてこんなに国語のレベルが低下

したのであろうか。先日，共通一次試験の立ち合

いで，国語の問題を覗いてみた。問題のほうはと

にかく，受験生が書くのは自分の名前と受験場名

だけで，ほかは『黒丸ヌリツブシ』ばかり。これ

では書く能力がなくても国語は困らない。

大学内の本屋さんの立ち読みコーナーで，黒だ

かりしているのはマンガや劇画コーナーだけ。連

載物でこの号も見ておかないと，明日からの人生

に空白を生じそうな熱気である。大学生ともなれ

ば,この素晴らしい日本文化に,もっとどっぷり

と浸れるような書物を読んでみたらどうかと思

う。２４時間ぶつつづけのテレビ放送，おなじみテ

レビ・ケーム，コピー機やファクシミリの普及な

ども，国語の能力を低下させるのに役立っている

らしい。

書き方だけでなく，読み方のほうでも実に傑作
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な作品が多い。医学用語から拾ってふると，発赤

（ホッセキ）→ハッカ，発作（ホッサ）→ハッサ

ク，確患（リカン）→ラカン，増悪（ゾウアク）

→ゾウオ，壊死（エシ）→カイシ，硫下(エンケ）

→リュウカなどなどである。医学部に入学した諸

君はこれらの日本語を日常用語として使いこなせ

るまでは卒業できないことになっている。ふりが

な（ルビ）を打った教科書はまだ殆どない。

本学図書館には現在，本館に64万冊，農学部分

館に８万冊，医学部分館に６万冊の蔵書があり，

本学全体で年間6,700種の雑誌がとられている。

蔵書のほうは目録カード（昨年からはコンピュー

タ）で利用ができ，雑誌のほうも電話回線を用い

たコンピュータ検索が可能である。本学にない図

書については大学図書館間の相互貸し借りがで

き，医学部内だけでも年間約5,000件の相互利用

（文献複写をふくむ）が行われている。つまり，

読ふたい人には，とことんサービスが受けられる

ようになっている。どこまで利用するかは諸君た

ち次第である。

各教室や講座の主任には教室内で作製され，雑

誌や著書に投稿される論文に全部，目を通して，

修正，加筆などのアドバイス（校閲）をするのが

仕事になっている。でないと，その論文が印刷，

公表されたのち，お粗末な過ちが見つかると，教

室主任が責任を問われることとなる。以前には教

室員の書いた手書きの論文を自宅にまでもち帰っ

て，夜なべで目を通して，加筆，修正し，翌朝著

者に返すと，欧文でも和文でも，再び修正原稿が

返ってくるのに最低２，３日はかかった。

しかし，最近ではワープロのせいで，翌朝返す

と，その夕方にはもう修正された原稿が再校閲を

待っている。そこで，哀れな教室主任の夜は，連

夜，校閲に捧げられることとなった。その結果，

若い研究者の書く能力はどんどん低下し,一方で，

論文作製スピードは格段に向上している。医学部

内で1987年の一年間に合計852篇の論文が印刷，

公表されたが，このうち，欧文論文は237篇で，

1986年に比べると40％もの増加である。

このようなスピードで公表される論文に全部目

を通すのは不可能に近い。せいぜい自分の研究分

野の論文の表題に目を通すのが精一杯ということ

になる。しかし，これも若い時代から繰り返し，

学んだ知識の集積がなければ,意味のないことで，

一旦，この積承重ねや習'慣がストップすると，あ

とは再び，以前の習Ｉ慣に戻ることは困難となる。

そこで，今から大学生として出発する若い諸君

に勧めたいのは，まず，適当な，標準的な教科書

に充分目を通し，重要事項を手書きでメモしなが

ら，そこに書かれた内容を自分のものにする。そ

ののち，新着雑誌から自分にとって新しい内容を

発見，メモしていくことを習‘慣として頂きたいこ

とである。読むだけでなく，書き取る習'慣をつけ

るのがポイントである。

(2)

旧制松山高校の蔵書について思うこと
癒蝿

事務部長前田正三

作業であった。各研究室を廻り目録を作成したこ

とを今でも憶えている。

こうした古い図書のコレクションは，旧制から

図書館を引継いだ建物があるところはともかくと

して，整備統合された図書館の書庫は，書庫内図

書の移動，新らしい年代の図書との区分，といっ

た過程をとおして，古い本は奥へ奥へと並べられ

ていくものである。

当館でも40年の歴史の中で，１層は外国雑誌，

２層は国内雑誌，３層が昭和3９（1964）年からの

新らしい図書，４層から６層までが昭和38(1963）

年までの本と，利用の度合によって入口から遠い

本学の中央図書館，書庫（西側）６層には，戦

災をくぐりぬけてきた松高の蔵書が保存されてい

る。松高の図書原簿を見ると１部戦災によって失

われたものもあるようであるが，現存する資料は

愛媛大学にとって重要な資料である。

大学制度が，旧制から新制へと移行した昭和２４

年（1949)，今から40年前，当時の大学図書館IIi

整備統合にともなう，移管された図書の目録・分

類作業に日夜を惜しんで多くのエネルギーが投入

されたと聞いている。筆者が昭和30年に図書館の

仕事をはじめて約30年になるが，図書館での始め

ての仕事が，戦災で焼け残った図書・雑誌の整理
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ところに古い本が並べられている。書庫の階段を

あがって行くにしたがって，古い図書の臭いがそ

の年代を示すようにつよくなって来る。

幸いにして当館では，換気装置がよく機能して

いてカビ臭さはあまり感じない。然し，置かれて

いる状態から考えると，歴史的な古典的な重承は

厳然とした事実であり，なんらかの対応が迫られ

ている。

書庫のスペース不足と，保存図書への対応は国

立大学図書館協議会でも課題となっており具体的

な調査と研究が求められている。

石山氏注）によれば，国立国会図書館の関西館構

想では，、外国の逐次刊行物は関西館で･･･…"と機

能分担を述べているように，国内の図書は国会図

書館での保存を期待するとしても，国内に所蔵す

る古典的な外国図書は，大学図書館における役割

分担としてデータの入力等，その方策を考える必

要があるように思える。

当館でも，図書館業務電算化が進展しているが

図書の目録データは1988年４月からの受入分か

ら，すでに約２万件が入力されている。更に日々

新らしいデータが入力され，それらデータベース

の検索についても利用者用目録端末から検索でき

るようになっている。

これからの課題はどこの大学でもそうであるよ

うに，過去に遡った図書データの入力であろう。

一般的に過去の文献に対する需要の度合は人文・

社会科学分野の方が自然科学分野のそれよりも多

いし長い年代に亘っている。こうした当館の利用

分析をもとに館内ワーキング・グループでは次の

ような具体的論点に討議がなされている。

第１に，共同利用の主目的から図書館（医・農

分館を含む）に備えつけられている資料

第２に，外国の学術書で新らしい年代から過去

へ遡って入力する（開架の参考図書も含め）

第３に，愛媛県に関する郷士資料

第４に，1949年以前に受入れた古典的学術書

の入力等之である。

古い洋書の所在を調べるとぎ，国立国会図書館

が発行している『新収洋書総合目録』，１９５４－，

を手がかりにしているが，これも1940年以降の刊

行の洋書で，しかも主要な大学で全てではない。

全国の学術’情報ネットワーク・システムが進展

している中で，相互協力への基本姿勢として各大

学でのデータ入力が今後の課題となろう。新らし

い本と古い本のバランスの上に望ましい大学図書

館の姿があるように思えてならない。

さて，旧制松高時代の外国図書，約4,400冊に

ついて:『世界名著大辞典』，オリジナル新版，全

16巻，平凡社，1987年刊に収録されている欧文

索引約7,200件を典拠として，旧制松高時代のカ

ードと照合した調査結果が示された。調査を担当

している西原閲覧係長によれば，著者名カードの

中から480点が確認され，目下，現本との照合中

とのこと，多忙な日常業務の中にあってコツコツ

と地道な調査が続けられているが，結果のリスト

アップに期待したい。

１日松高時代の古典的外国図書を前にして思うこ

とは，傷承がいちじるしいものと，そうでないも

のに区分し，それぞれ主題分野（旧松高分類表）

にリストアップし，それから保存・補修・入力を

考える必要がある。

これからの遡及入力については計画的に実施さ

れることを切望するものであるが，整備作業や入

力にともなう経費が必要である。学内各位の暖い

ご支援をお願いしたい。

注）石山洋，、第２国立国会図書館（仮称）か

ら関西館へ"，図書館界，４０：１５９，１９８８

eＭＥ４ＬＺＶＩＳＯＮＴＨＥＭＯＶＥ

WhenthisarticlereachesyoulXwouldhave

completedfouryearsofstayinJapan・Icame

asavisitingresearchfellowforashortstay

buthadtheopportunitytojointheUnited

GraduateSchoolforAgriculturalSciences

NarayananKannan

－ｗｈｉｃｈｈａｄｊｕｓｔｂｅｇａｎｔｈｅｎｆｏｒｍｙｄｏｃｔor‐

alwork・

Ｉｎｍｙｙｅａｒｓｈｅｒｅｌｈａｖｅｓｅｅｎｔｈｉｓｎａｔｉon，

openingitsdoorswiderwiththemagｉｃｗｏｒｄ

ｏｆ,internationalization，、Transformationin
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thecollegeofAgriculture，EhimeUniversity

anditslibraryIstartedinahnodestfashion・

Ｉｎｍｙｅａｒｌｙｄａｙｓ－ｔｈｏｓｅｏｆｕｓｈｕｎｇｅｒingto

readEnglishhadtobecontentwithreading

thevolumino鵬Englishdictionariesinthe

library1ButgraduallyChangecameasan

Englishnewspaperappearedontheboard

anｄＴｉｍｅａｎｄＮｅｗｓＷｅｅｋｏｃｃｕｐｉｅｄａｐｒｏｍｉ‐

nentposition・Thelibrarian，likemanyJapa‐

neselmetwassincereinhelpingtheforeign

studentscommunitywhichwasalsogradually

growing・Heconsultedthestudentsfortheir

opinionsandevenletthemnamemagazines

oftheirchoice・soon，periodicalsfromChina，

SouthKorea，IndiaandUnitedStateswere

subscribedto・MysuggestionsforScientific

AmericanandScientist（theonlynewspaper

forScientists）werealsotaken，

Ｎｏｗ,thereareenoughmagazinesinEnglisｈ

tofillawholerack1Thesebenefitsareenjoyed

notonlybyEtheforeignstudents:butarealso

sharedbytheirwives・Thelibraryhasindeed

donetheforeignstudentscommunityaserv‐
ice・

ItisathoughtfulChinesewhosaid‘‘Even

thelongestjourneybeginswithasinglestep.，，

Ｔｈｅｆｉｒｓｔｓｔｅｐｈａｓｂｅｅｎｍａｄｅａｎｄｉｎｔｈｅｌｏｎｇ

ｊｏｕｒｎｅｙｌｈｏｐｅｔｈｅfollowingfewthingsare

alsoaccomplished：Xeroxingatthelibrary

couldbemadｅｆｒｅｅｏｒａｔｌｅａｓｔｂｅｒｅｄｕｃｅｄ

ｆｒｏｍｔｈｅｐｒｅｓｅｎｔｃｈａｒｇｅｏｆ４０ｙｅｎｔｏｌＯｙｅｎ・

Thelibrarycould,taketheresponsibilityof

mailingthereprintsofthoseforeignscien‐

tistswhofaithfullytakｅｕｐｔｈｅ，hatharaku

suki,spiritoftheJapaneseandpublishenough

duringtheirstay・Thisistheestablishedpra‐

cticeinsomedevelopednationsasUＳＡ．

（インド共和国留学生大学院連合農学研究科）

(4)

｢創造の２つの世界」

医学部医学科３回生新居登茂恵

覚えた。主人公のホームズを演じている男優が正

にホームズそのものなのである。少なくとも私に

とってはそう思えた。そして，主人公さえはまり

役ならば，他の登場人物が自分のイメージから少

々離れていようと，あまり気にならないものであ

る。（ホームズの友人のワトソン博士には，もう

少し若くて温厚そうな人物像を抱いていたにせ

よ｡）

しかし，実際あのホームズを演じるというのは

かなり難しいものであるだろう。何しろ，全世界

のシャーロキアンの数は莫大であり，また彼らの

抱くホームズ像というのは，かなり完成された固

定像だろうからである。いずれにせよ，私のみた

所のホームズは，正にホームズそのものであり，

こちらも思わず架空の人物であることを忘れそう

になったぐらいであるｏその知性と洞察力を秘め

た眼差し，自信に満ちあふれた素早い動作，そし

て，どこかにイギリス紳士といったダンディーな

雰囲気を漂わしている。役作りのうまさというも

のもあるだろうが，やはり適役かそうでないかと

人は，どうしてもそのイメージを自分なりに創

りあげながら，本を読んでいく。そうすることで

その本は，ますますその人にとって親しみ深く，

忘れ難いものとなるのだと思う。それだけに，何

かの折りに映像化されたものをゑて，そのギャッ

プに驚き失望することも多い。

最初は何といっても，登場人物が目につく。こ

れは，一目ふた瞬間に閃くものである。自分が心

に描いていた人物像に少しでも似ているならまだ

しも，全然似ても似つかない人（特に主人公）を

見てしまった時は全くがっかりしてしまう。そう

いう時は，「まあ，全員が同じイメージを抱くこ

とは土台無理な注文だ｡」と考えて自分を納得さ

せるようにするが，やはり何か裏切られたような

気分になる。しかし，それと反対に，自分の持つ

イメージがほぼそのままのはまり役を承つけた時

のうれしさもまた格別である。残念ながらそうい

うことはめったにないけれども。

ＮＨＫで放映中の「ｼ全ｬ,三厘ツクーホームズの

冒険」をゑた時には，久しぶりにうれしい感動を

/繍鰯蕊1
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いうことが最も:大きいだろう。その点において

は，イギリスという国はかなり慎重に映像化を行

っているのではないだろうか。勿論，全てのもの

がそうとはいえないだろうが，そういった傾向は

確かに強い。アメリカ，日本などと比べると，特

にそう思う。アメリカは，量で勝負している所が

あるし，日本では，今までふてふたいと思う映画

はほとんど無かった。実際，昔と比べて，日本の

映画の質は確実に低下したと言われている。全く

残念なことだ。

ところで，本にせよ映画にせよ，その国独自の

雰囲気といったものがあるような気がする。例え

ば，ソビエト（ロシア）では，やや重厚な厳しい

風土の香りとまた『這い､民衆の力といったもの

を，アメリカでは，陽気で大らかな生活と開拓者

精神といったものが，文面や映像を通してこちら

に伝わってくるのだ｡扱っているものは同一でも，

各国それぞれにいつのまにか独自のものが備わっ

てくるというのは，実に興味深いことである。

最近，いろいろな国の映像に接する機会も増え

たが，その中でも特にイギリス映画に魅かれるも

のがある。それは，前述した映像化への慎重で誠

意のある姿勢のせいもあるが，他の国にはない深

承のある，時には感動さえ与える映像の美しさに

魅了されてしまったためでもある。前述した『シ

ャーロックーホームズの冒険』を始め，『炎のラ

ンナー』『眺めのいい部屋』『インドへの道』「ア

ナザー＝カントリー」などをあげることが:でき

る。原作への忠実さに感銘をうけたものもあるし

原作をしらなかったものもある。しかし，どれも

深い印象を与えてくれ忘れることはできない。

読書によって創りあげられる世界は，確かに素

晴い､。人間に許された最高の賛沢のうちの一

つであるような気さえする。それだけに，一度そ

の味をしめると，本を読むのはやめられない。私

も，昔ほど夢中になって本に向かうことは少ない

けれども，ふと本を読承たくなる時がある。また

「この試験が終わったら，何か読んでふたいな｡」

とか「春休承には，絶対○○を読んで承よう｡」

と考えたりもする。

そういった読書によって創造された世界に比べ

ると，実際の映像化の表現の範囲が狭まってくる

のは仕方がないことだ。期待してふて，こんなこ

とならいっそ撮らないで欲しかったというものさ

えある。また映像にするのは，多分無理だろうし

そうしてほしくないというものもある◎北欧神話

の雷神トールの力強さを，『赤色のアン』のアン

＝シャーリーの生き生きとした姿を一体誰が表現

できるというのだろう。映像は明らかに書物と比

べると小さな世界だ。しかし，だからといって劣

っているというわけではないと思う。いうなれば

２つは，つながりはあるけれど全く表現の異なる

世界なのである。そして，限られた世界の困難を

打破って創られた名作は，本当に素晴らしいもの

だ。そういった心に残るような映像が，今後もっ

ともっと増えていくことを願ってやまない。

講演会について

附属図書館では，去る１１月２日１５時から，愛

知淑徳大学の津田良成教授を迎え，視聴覚室にお

いて，図書館委員の先生及び館員を対象に「図書

館の電算化とこれからの大学図書館」をテーマと

して講演会を開催しました。

昭和63年度購入「大型コレクション」

『日本林制史調査資料』

この度文部省から，昭和63年度の大型コレクシ

ョンの予算配分があり，「日本林制史調査資料」

のマイクロフイルム版を購入しました。

この資料は，入会林野及び林野の所有関係等の

土地制度，造林，伐採，運材，植林等の制度'慣例

並びにこの支配関係の記録であり，農林省が全国

各地の旧藩主及び各県に残る記録のすべてと，旧

山役人，名主，庄屋，これに地主，山方請負の家

に残る原資料をくまなく集めて筆写したものを，

旧所領，支配別に分けて，収録件数２万件・８０万
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頁におよぶ一大地方史料をマイクロフイルムに収

めたものです。‐

ｏ資料内容

原本一和装筆写本1,396冊

絵図11帖と274枚

フイルム-35ミリポジティヴロール７０６リール

（365箱入）

総目r録一Ｂ５判200頁上製２万件収録

o資料内訳

〔東北〕

弘前藩（152リール）

一ノ関藩（１リール）

秋田藩（41リール）

新庄藩（１２リール）

白河藩（１リール）

〔関東〕

水戸藩（４リール）

前橋藩（２リール）

〔中部〕

高山息藩（10リール）

福井亙藩（６リール）

名古屋藩（12リール）

盛岡藩（61リール）

仙台藩（22リール）

庄内藩（28リール）

米沢藩（５リール）

会津藩（10リール）

黒羽藩（１リール）

金沢藩（35リール）

松代藩（５リール）

〔近畿〕

津藩（４リール）彦根藩（６リール）

篠山藩（４リール）和歌山藩（12リール）

〔中国〕

鳥取藩（８リール）松江藩（８リール）

岡山藩（３リール）広島藩（５リール）

山口藩（13リール）

〔四国〕

徳島藩（５リール）松山藩（１リール）

宇和島藩（５リール）高知藩（51リール）

〔九州〕

小倉藩（20リール）福岡藩（11リール）

佐賀藩（17リール）厳原藩（５リール）

島原藩（３リール）熊本藩（19リール）

人吉藩（７リール）中津藩（２リール）

臼杵藩（12リール）鉄肥藩（１リール）

鹿児島藩（12リール）

〔全般・その他〕

豊臣以前（２リール）

江戸幕府領（42リール）

江戸時代皇室，公家及社寺領（11リール）

旧高旧領取調帳（７リール）

雑（２リール）

貴重図書の指定について

昭和63年１０月２５日及び平成元年２月２１日開

催の附属図書館委員会で下記の２点が貴重図書に

指定されました。

◎鈴鹿本大和物語全１冊（袋綴）

（指定基準）

１和書

（２）写本

ア慶長（1614）以前に書写されたもの

（推薦理由）

大和物語の流布本は二条家系統であるのに対

して，本書は異本系の一本にあたり，天理図書
鍬かなぎ

館蔵の「御垂本」と極く近し､関係にあることが

認められている。正確な書写年代は不明で，室

町中期以後の書写にかかるものと承られている

が奥書はない。

早くから「御疋本」と共に附載説話が注目さ

れており，本文に承られる特色としては二条家

系統の諸本のものよりも合理的でかつ委曲をつ

くしている部分，一面また簡潔な所，藤原顕昭

の「袖中抄」」「古今集註｣，藤原清輔の「袋草

子」に引用されている大和物語本文に近似した

個所などがみられることである。

（推薦者美山靖教授）

（参考文献）

１．鈴鹿本大和物語（和泉書院影印叢刊28）

糸井通浩編著和泉書院昭和56年

２．竹取物語伊勢物語大和物語（日本古典

文学大系９）岩波書店１９７７

◎多田満中（絵巻）２巻（箱入り）

（指定基準）

１和書

（２）写本

イ元和（1615）以後に書写されたものの

うち，伝写本が少なく，かつ，資料的価

値があると認められたもの。

（推薦理由）

,魚識蕊、

'鰯鶏
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満中は幸若舞曲を代表する一曲である。現存

諸本は語り本系のものと読み本系のものに分け

られるが，本絵巻は読承本系に属する一伝本と

考えられる。読承本系のものには，奈良絵本の

体裁のものが十本近く知られているが，絵巻は

本絵巻以外にはなく，その点においてまず貴重

なものと言うことが出来る。

更に，読承本系の本文の中では，従来寛永整

版本が代表的な本文とされてきたが，本絵巻の

本文は寛永本と極めて近く，寛永本を訂し得る

ところもある。読承本系を代表しうるものであ

る。これらの点も含めて，本絵巻の成立は，江

戸初期頃と推定できるように思われ，本文の上

からも貴重なものと言える。

（推薦者田村憲治助教授）

本学図書館の地域資料についてその３

前々号（第24号）の「図書館だより」でお知ら

せしました上記資料の続編として，本号では中予

編をご紹介し多くの方々のご利用を願っておりま

す。

〔松山市〕

松山市総合計画基本構想・基本計画

松山市市長公室企画課１９７４

松山市総合計画DIGEST明日のまつやまをめ

ざして．．、松山市市長公室企画課１９７５

松山地区新広域市町村圏計画松山地区広域市

町村圏協議会１９８１

松山城工事報告書松山市１９７１

まつやま（英語版）松山市198O

これが松山だ，８０松山青年会議所１９８０

事業所名鑑昭和45年版松山市市長公室企画

課統計課１９７０

松山1977市勢要覧1979市勢要覧1980市勢

要覧1981市勢要覧1985市勢要覧松山市

企画管理部企画課

松山市統計害昭和50年版～昭和62年版松山

市企画管理部

松山の公民館松山市教育委員会１９７２１９７９

調査資料第25号（1978）～第33号第37号～

第43号（1982）松山市議会事務局議事課

教育要覧松山市教育委員会１９８２

国勢調査結果報告書昭和45年松山市

公害松山市環境部公害課１９７７

松山市青年学級開設二十年史松山市教育委員
会１９７４

俳句の里松山松山市観光課１９７７

伊予路の文化松山市観光課１９７５

子規の話柳原極堂１９７７

正岡子規をめぐって景浦雅桃１９７８

伊予路の正岡子規文学碑遺跡散歩鶴村松一
１９７９

町名沿革一覧表（昭和55年２月１日現在）

松山市都市計画課住居表示係１９８０

市民がつくる観光文化都市松山市１９７７

岩子山古墳松山市教育委員会１９７５

埋蔵文化財発掘調査概報松山市教育委員会
１９７５

松山市埋蔵文化財調査年報昭和60～61年度

松山市教育委員会１９８７

松山城太鼓櫓石垣修築工事調査報告松山市産
業部観光課１９７４

宮前川遺跡調査報告津田第一地区松山市教
育委員会１９８７

天山・桜谷遺跡発掘報告書松山市教育委員会
１９７３

釜ノロ遺跡調査報告書松山市教育委員会
１９７３

かいなご・松ケ谷古墳松山市教育委員会
１９７５

松山市誌松山市役所１９６２

湯山誌稿一一山村の歩み－松山湯山小学校
ＰＴＡ１９５９

伊予路の文化第６集松山市教育委員会
１９７９

松山物語伊丹邦之介１９５８

伊予乃高嶺熱田津石湯行宮の発見真鍋充親
１９６９

松山城天守閣よりの展望松山市役所１９７１

道後温泉松山市役所１９７４

松山城松山市役所１９７０

松山市の文化財松山市教育委員会１９８０
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松山城と松山市大栗三郎１９８０

松山有情佐を木忍１９７８

戦後・松山城下町と人ウエダ映像社１９７７

写真集ひとの顔まちの顔松山・戦中戦後

上田雅一１９８３

わたしたちの松山垂直撮影航空写真地図

英公社１９８３

松山のむかし話民話松山市教育委員会

１９７８

ふるさと歳時記山本富次郎１９７８

松山城史景浦勉１９７６

坊っちゃん列車と伊予鉄道の歩み伊予鉄道株

式会社１９７７

伊予鉄道百年史伊予鉄道株式会社１９８７

国勢調査報告書昭和55年昭和60年度松山

市企画管理部情報管理課

青少年教育要覧１９７９松山市教育委員会青少

年センター

補導センター10年の歩み松山市少年補導セン

ター１９７４

松山国際交流のあゆみ姉妹都市提携５周年記

念誌松山市企画管理部企画課１９８６

松山市中学生海外派遣団報告書松山市国際交

流協会１９８７

松山市の事業所昭和61年事業所統計調査結果

報告松山市企画管理部‘情報管理課１９８８

松山市の人口動態昭和59年昭和62年松山

市企画管理部情報管理課

松山地区広域市町村圏基礎調査松山地区広域

市町村圏協議会１９７２

松山地区広域市町村圏振興整備計画（改定版）

松山地区広域市町村圏協議会１９７７

清掃事業概要昭和55年度松山市環境部清掃

課環境衛生課

公害行政の概要昭和61年度昭和62年度松

山市環境部公害課

公害の現況と対策昭和51年度～５３５５～59年

度松山市環境部公害課

地方開発都市松山市の現状松山市

高月山古墳群調査報告書松山市教育委員会

１９８８

松山市文化財のしおり松山市教育委員会

１９７６

御産所11号古墳・忽那山古墳・久万ノ台古墳

松山市教育委員会１９７６

古照遺跡Ⅱ松山市教育委員会１９７６

文京遺跡松山市教育委員会愛媛大学１９７６

松山の教育第37号～第41号松山市教育研究

協議会

松山の社会教育社会教育行政基本資料松山

市教育委員会１９８０

校区別町名索引校区別町名一覧表松山市教

育委員会１９８０

合同歌集重伊佐爾波No.２道後公民館１９８４

松山の水道のあゆみ松山市公営企業局１９８４

施策にみられる道後平野の麦作振興中国四国

農政局愛媛統計情報事務所松山出張所１９７４

松山の文学散歩松山市文化財協会１９７６

松山市立子規記念博物館館蔵資料目録Ｉ

松山市立子規記念博物館１９８４

松山市立子規記念博物館年報１～６松山市

立子規記念博物館1987～1988

石手川開発に尽くした人々素驚郷土研究グル

ープ１９８４

伊予松山の城主第８回特別企画展図録松山

市立子規記念博物館１９８４

子規をめぐる画人たち浅井忠・中村不折

第９回特別企画展図録松山市立子規記念博

物館１９８４

たかはま高浜校区郷土史高浜小学校ＰＴＡ

郷土史編集委員会１９７８

「松のみどり」東松山連句会連句集松山連

句会１９８８

三津の面影谷本延衛１９２９

おへんろさん松山と遍路の民俗松山市教育

委員会１９８１

道後物語（愛媛文化双書１２）朝日新聞松

山支局１９７２

ふるさと素驚素驚郷土研究グループ１９８５

わすれかけの街まつやま戦前池田洋三

愛媛新聞社１９７５

松山案内松山市教育委員会（明治42年版

複製）１９７５

松山市史料集第１巻３～４６～12巻松

山市役所1980～1985

松山道後案内附伊予鉄道の葉松山市立子規

記念博物館１９８３

連歌一「座」の文学松山市立子規記念博物

織爾鶏
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館１９８８

みんなでつづる松山市連合婦人会30年のあゆみ

松山市連合婦人会１９８１

重要文化財松山城乾櫓修理工事報告書松山市
１９６４

伊予松山方言集岡野久胤１９７５

俳句の里松山（市民双書２２）松山市教

育委員会１９８１

子規と松山（愛媛文化双書１１）越智二良

風戸始１９７２

虚子のふるさと（愛媛文化双書１７）越智

二良風戸始１９７３

子規句解鰯（市民双書２１）松山市教育委員

会１９７９

思い出の子規天岸太郎１９７９

正岡子規資料と研究１～５愛媛大学子規

研究会1970～1977

伊予路の正岡子規文学碑遺跡散歩鶴村松一
１９７８

伊予路の種田山頭火一草庵時代・文学遺跡散

歩鶴村松一１９７６

俳都松山文学碑物語鷲俳句のふるさと散歩鶴

村松一１９７７

正岡子規故郷松山平野の文学風景鶴村松一

１９７７

流浪の俳人山頭火松山時代の俳人と柿の会

鶴村松一１９７７

伊予路の河東碧梧桐文学遺跡散歩鶴村松一
１９７８

伊予路の高浜虚子文学遺跡散歩鶴村松一

１９７８

伊予路の野村朱燐洞文学遺跡散歩鶴村松一
１９７９

柳原種堂伊予路の文学遺跡散歩鶴村松一
１９８０

芭蕉と－茶伊予路の文学碑散歩鶴村松一
１９８０

松山文学案内鶴村松一１９８２

伊予路の道後温泉秘められたる史跡と文学散

歩鶴村松一１９７７

伊予路の松山城物語三百七十五年の歴史と文

学鶴村松一１９７７

松山の文学散歩子規とふるさと人の詩歌松

山市文化財協会１９７６

子規の話柳原極堂述１９７５

父極堂柳原正春１９８３

〔重信町〕

句集しげのぶNo.６．７．重信俳句協会
1986～8７

しげのぶ町勢要覧1978年版重信町役場

重信史談No.１．３．重信史談会

重信町内の指定文化財重信町教育委員会
１９８２

重信町の農林業中国四国農政局愛媛統計‘情報

事務所松山出張所１９８３

重信の俳譜資料（郷土教育資料１０）重信

町教育委員会１９７９

消防年報昭和62年版東温消防等事務組合消

防本部１９８８

ふるさとこみちしげのぶその１重信町教育

委員会198O

わたしたちの重信町小学校３年生社会科資料

重信町教育委員会１９７８

重信の子供の遊び重信町教育委員会１９８５

重信のむかし話重信町教育委員会１９８３

重信の俳譜資料（郷士教育資料１０）重信

町教育委員会１９７９

〔川内町〕

川内昭和51年・川内町勢要覧川内町１９７６

川内町の農林業中国四国農政局愛媛統計'情報

局松山出張所１９８５

川内町の文化財川内町教育委員会１９８４

川内町誌川内町１９６１

続川内町誌川内町発足十周年史川内町
１９６８

〔中島町〕

中島の文化第１～２集中島町教育委員会
1981,1985

俳句短歌集見よせＮｏ．３～５中島町文化

協会1985～８６

〔伊予市〕

伊隷市制25周年記念版市勢要覧伊藤市役所
１９８０

伊露市の農林水産業中国四国農政局愛媛統計
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情報事務所松山出張所１９８１

わたしの市民手帳伊予市市長公室企画広報係

198O

伊藤市誌伊予市１９８６

〔松前町〕

松前町勢要覧1978年松前町企画財政課

松前町統計書昭和54年版松前町企画財政課

１９７９

松前町誌松前町役場１９８０

〔砥部町〕

砥部町郷土誌資料第１～４集砥部町教育委

員会1968～1970

砥部町の農林業中国四国農政局愛媛統計情報

事務所松山出張所１９８１

砥部町総合開発計画砥部町役場企画室１９７２

ふるさと歳時記砥部町企画課１９８４

砥部町誌砥部町役場１９７８

平成元年度新規及び中止購入雑誌リスト
‘癒爾職

考古学報 法文

国語学 法文

クリティーク 教育

教育マイコン実践教育

承づゑ 教養

月刊日本語法文

月刊日本語別冊法文

日本語学 法文

日本語学教養

日本語教育法文

日本の歴史別冊（週刊朝日百科）

歴史の読承方教育

日本応用磁気学会誌教養

日本セラミックス協会学術論文誌

教養

日経ビジネス 法文

オペレーションズ・リサーチエ学

パーゴルフ（月刊）教養

ＰＩＸＥＬ 工学

臨床脳波教育

生体の科学教養

西洋古典学研究教養

世界の企業の経営分析法文

世界の歴史（週刊朝日百科）教育

セラミックス 教養

季刊社会保障研究法文

自然言語処理研究会資料工学

書道研究教育

小児内科教育

ソフトウェアエ学研究会資料工学

数値解析研究会資料工学

人間科学

人間科学

社会科教育

○新規雑誌

語
学
学
学
学

言
科
科
科
科

覚
術
間
間
間
学
間

聴
芸
人
人
人
文
人

学
育
学
通
通
通

学
工
体
力
学
学
学
共
共
共

理
済
通
健
料
護
物
史
済
理
理
済
報
道
護
報
報

物
経
交
保
材
養
生
歴
経
地
物
経
情
書
養
情
情

織翰

備付場所誌名

文学教養英語

知識工学と人工知能研究会資料

工学情報共通

電子通信学会技術研究報告：言語処理と

コミュニケーション エ学情報共通

電子通信学会技術研究報告：

人工知能と知識処理工学情報共通

電子通信学会技術研究報告：

コンピュテーションエ学情報共通

エコノミスト法文経済

エレクトロニク・セラミクス教養物理学

学遊教養保健体育

現代思想教養英語

現代思想教養英語

へるめす教養英語

人と国土法文人間科学

医療人類学法文人間科学

人民中国法文日東文化

人類科学教養地理学

季刊化学総説教養化学

海外社会保障情報法文経済

経営史学法文経済

経済評論法文経済

経済評論法文経済

記号処理研究会資料工学情報共通

企業経営の分析法文経済

古代文化法文人間科学

地理

物理学
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都市計画法文人間科学

ユリイカ 教養英語

ユリイカ 教養英語

全国市町村要覧教養社会学

AboriginalHistory・ 教養地理学

AmericanCeramicSocietyBulletin・

教養物理学

AmericanJournalofPhysiology：Renal，

Fluid＆Electrolyte… 教養生物学

ArsCombinatoria・ 図書館

Artificiallntelligence， 工学計算機工学

AustralianAboriginalStudies・

教養地理学

Ｃ＆ＲＬＮｅｗｓ・ 図書館

CanadianGeographers・ 教養地理学

ClassroomComputerLearning・

教育実践センター

CoastalEngineeringinJapan・

工学海洋水構

CollegeandResearchLibraries・

図書館

Commentaire・ 法文法学

ComputerSystemsScienceand

Engineering・ 工学計算機工学

ComputingTeacher， 教育実践センター

CurrentContents・

ＬｉｆｅScience・ 教養生物学

DevelopmentalMedicineandChild

Neurology・ 教育養護

Diabetologia・ 保健管理センター

Epilepsia・ 教育養護

EuropeanJournalofSocialPsychology・

教養心理学

ExpositionesMathematicae・教養数学

HumanRelations， 教養心理学

I.Ｂ､Ｍ・JournalofResearchand

Development．教養情報科学

I.Ｅ､Ｅ､Ｅ・TransactionsonMagnetics・

教養物理学

IndextoLegalPeriodicals・法文法学

IndustrialRelations・ 法文経済

InstructionalScience・ 教育実践センター

IntegralEquationsandOperatorTheory・

教養数学

JournaloftheAmericanMathematiCal

Soeiety・ 図書館

JournalofAppliedSocialPsychology・

教養心理学

JournaloftheAssociationfor

ComputingMachinery・ 工学‘情報共通

JournalofBiomechanics．図書館

JournalofComputer~basedlnstruction・

教育実践センター

JournalofMathematicalBiology・

理学数学

JournalofPascal，Ada~＆Module-2・

教養情報科学

JournalofPragmatics・ 法文人間科学

JournalofSociallssues・ 教養心理学

LinguisticAnalysis・ 法文人間科学

LinguistiCReview．法文人間科学

Linguistics・ 法文人間科学

LinguisticsAbstracts・ 法文人間科学

LinguisticsandPhilosophy・法文人間科学

MathematicalBioscience．図書館

MelvilleSocietyExtracts・法文欧米文化

Micro/Systems：JournalforthePC

Systemslntegrator・ 教養情報科学

NaturalLanguage＆LinguisticTheory，

法文人間科学

Neuropediatrics・ 教育養護

PapersinLinguistics・ 法文人間科学

PhysicsinTechnology・ 教養物理学

Pouvoirs・ 法文法学

ＲｅｖｕｅｄｅＤｒｏｉｔＰｕｂｌｉｃｅｔｄｅｌａＳｃｉｅｎｃｅ

ＰｏｌｉｔｉｑｕｅｅｎＦｒａｎｃｅｅｔａｌ,Etranger・

法文法学

RevueHistoriquedeDroitFrangaise

etEtranger・ 法文法学

SolidStatelonics・ 工学材料化学

StochasticAnalysisandApplications・

教養数学

SuperconductorScienceandTechnology・

教養物理学

TextualPractiCe， 教養英語

TijdschrlftvoorRechtsgeschiedenis・

法文法学

TopologyProceedings・ 理学数学
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WeldingintheWorld．工学

Wirtschaftswoche・ 教養

Work，Employment＆Society・

法文

ZeitschiftfiirdieGesamte

Strafrechtswissenschaft・教養

医学部分館

金属共通

経済学

経済

法学

Arteriosclerosis・ 臨床検査

Dysphagia・ 耳鼻咽喉科

InternationalArchivesofOccupational

andEnvironmentalHealth．公衆衛生

Lipids・ 臨床検査

NeuroscienceandBiobehavioralReviews・

薬理学

WorldJournalofSurgery・ 外科第二

|農学部分館’

農業技術農産施設学

農業技術経済農業資源管理学

農業経済論集農業経営学

農業および園芸農産施設学

リモートセンシング学会誌農業気象学

生鮮食料品流通情報農産物流通学

施設と園芸施設栽培学

大気汚染学会誌農業気象学

問答式土木施工管理の実際地水施設工学

農業技術大系（畜産編）畜産学

農業技術大系（土壌施肥編）作物学

農業技術大系（土壌施肥編）農業経営学

農業技術大系（土壌施肥編）農場

農業技術大系（果樹編）園芸利用学

農業技術大系（果樹編）柑橘学

農業技術大系（果樹編）農産物流通学

農業技術大系（果樹編）農業経営学

農業技術大系（果樹編）農場

AnnualReviewofBioChemistry・生物化学

AnnualRevieWofEntomology、昆虫学

ComputersandElectronicsinAgriculture・

農業環境工学

FabaBeanAbstracts・ 連合農学科

JournalofAgriculturalEngineering

Research・ 農産施設学

PlantBreedingAbstracts・ 連合農学科

ReviewsofEnvironmentalContamination

andToxicology・ 環境化学

○中止雑誌

本館

bit情報処理センター

bit別冊情報処理センター

bit臨時増刊情報処理センター

地域教育地理

エアライン 法文人間科学

えとのす教育地理

岩鉱教育地学

言語生活教養日事情

情報処理情報処理センター

考古学報法文日東文化

航空情報法文人間科学

国際交流教養日事‘情

高齢社会教養社会学

季刊教育法別冊（げ・ん・き）

教育法学

日本語学教養日事情

日本語教育教養日事情

日経マイクロデバイス エ学電気基礎

日経ニューマテリアル エ学金属材料

歴史手帖月刊教養文化人類

社会史研究教育地理

数理科学工学海洋水構

数理科学別冊工学海洋水構

土地住宅問題教育家庭

ウィリアム・フォークナー教育英語

潮 教育法学

前皇衛教育法学

通商産業関係法令集公害編図書館

AccidentAnalysis＆Prevention･

工学交通工学

Africa・ 教養文化人類

AnthropologicalQuarterly・教養文化人類

EarlyChildDevelopmentandCare・

教育幼稚園

FamilyProcess・ 法文人間科学

FarEasternEconomicReview・

法文人間科学

Finishing・ 工学金属共通

HistorischeZeitschrift・ 法文欧米文化

,燕蕊騒、

４螺撫
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HistorischeZeitschrift・Beiheft・

法文欧米文化

HouilleBlanche・OriginalSeries・

工学水工学

I.Ｅ､Ｅ､Ｅ・TransactionsonPatternAnalysis

＆Machinelntelligence・教養情報科学

I.S､Ａ・II1ransactions・ 工学制御工学

InstituteofMeasurementandControl

Transactions・ 工学制御工学

JournalofBiomechanics．図書館

JournalofEducationalTechnology

Systems・ 教育実践センター

JournalofMarriage＆Family・

法文人間科学

JournalofPersonalandSocial

Relationships・ 教養心理学

JournalofResearchinScience

Teaching・ 教育実践センター

JuristischeAuSbildung・ 教養法学

MeasurementandControl・工学制御工学

MusikundBildung・ 教育幼稚園

ReviewofPolarography．工学海資源化

SocialHistory・ 法文人間科学

Sportslllustrated．教育体育

Ｕ､S・Ｎｅｗｓ＆WorldReport・

法文人間科学

Wasserwirtschaft-Wassertechnik・

工学水工学

医学部分館

ファルマシアレビュー 薬理学

Arteriosclerosis・ 病院・検査部

ElectroencephalographyandClinical

Neurophysiology・ 脳神経外科学

JournalofComparativePsychology・

薬理学

Lipids・ 病院・検査部

ProgressinNeuro-Psychopharmacology

andBiologicalPsychology・ 薬理学

ScandinavianJournalofUrologyand

Nephrology・ 泌尿器科学

ScandinavianJournalofUrologyand

Nephrology・Supplement．泌尿器科学

ZeitschriftfiirUrologieundNephrologie・

泌尿器科学

農学部分館

農業技術農業労働科学

農業技術農業気象学

農業および園芸農業労働科学

林業経済森林政策学

四国地方一ケ月予報農業気象学

四国地方三ケ月予報農業気象学

Estuarine，CoastalandShelfScience・

環境化学

JournalofAgriculturalEngineering
Research・ 農業労働科学

JournalofClimate・ 農業気象学

愛媛大学附属図書館委員会

昭和６３年度第２回附属図書館委員繍会

日時：昭和63年10月２５日（火）１５：００～１６：００

議題

（１）貴重図書の指定について

（２）研究用図書に添付している図書目録カード

の取扱いについて

（３）図書館共同利用資料に関する懇談会につい

て
Ｉ．‘Ｉ．．

（４）その他

報告事項

（１）愛媛地区大学図書館協議会総会について

’2）昭和63年度外国図書の購入希望調査につい

て

（３）図書館専用電子計算機の新システムについ
、↑

て

（４）利用者用オンライン目録検索について

（５）一般市民への公開の現状について

(6)外国人留学生コーナーの設置計画について

（７）その他

愛知淑徳大学津田教授の講演会

昭和６３年度第３回附属図書館委員会

日時：平成元年２月２１日（火）１５：００～

議題

（１）愛媛大学事務組織規程及び愛媛大学事務分
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村
村
村
河
増
原
安
宮

掌規定の一部改正（案）について

（２）平成２年度新規概算要求事項について

（３）貴重図書の指定について

（４）鈴鹿本目録刊行計画について

（５）その他

学位論文について

報告事項

(1)国立大学附属図書館事務部長会議について

(2)研究図書に添付している図書目録カード

の利用状況に関するアンケート調査の集計結

果について

(3)図吉館共同利用に関する懇談会について

(4)利用者用オンライン目録検索について

(5)その他

愛媛大学附属図書館委員会委員

（）内は任期

場一（元．3.31）

照（元．３．３１）

滋宏（２．３．３１）

進（元．3.31）

智（２．３．３１）

冬夫（２．３．３１）

ちか子（元．3.31）

正明

附属図書館長

医学部分館長

農学部分館長

法文学部

〃

教育学部

〃

理学部

義
吉
知

山
木
見
田
地
田
方
沢

朗
治
道
博
章
司
勝
信

曽 (元.12.15）

（２．９．３０）

（2.10.31）

（２．３．３１）

(元．3.31）

（２．３．３１）

(元．3.31）

（２．３．３１）

⑭

本年度は愛媛大学附属図書館が当番館となって

松山郵便貯金会館を会場として，昭和563年11月

17日（木）・１８日（金）の両日開催されました。

※協議事項

１．本係長会の開催回次について

（愛媛大学提案）

２．オンライン‘情報検索に関わるスタッフの養

成について（鳥取大学提案）

学外各種データベースの利用について

（徳島大学提案）

３．蔵書点検について（鳥取大学提案）

４．相互貸借業務の改善について

（岡山大学提案）

国立大学図書館協議会「現物貸借規約」に

ついて （広島大学提案）

〃

医学部

工学部

〃

農学部

教養部

〃

事務局長

伏
西
百
柳
白
柳

ﾉ憲爾蝿

征
康

昭和６３年度（第１４回）

中国四国地区国立大学図書館係長会議

５．外国人留学生に対する図書館サービスにつ

いて（岡山大学提案）

６．NACSIS-MAILの利用について

（岡山大学提案）

学術情報センターのＮＡＣＳＩＳ－ＭＡＩＬの活

用について（広島大学提案）

７．０PACにおける研究室備付（貸出）図書の

所在情報について（岡山大学提案）

８．大学図書館の一般市民（県民）への公開に

あたり，各館の窓口を担当する係はどのよう

に対処しておられるか（広島大学提案）

９．文庫本，新書本の運用について

（山口大学提案）

10．コイン式複写機の設置について

（山口大学提案）

‘I穂羅識

愛媛地区大学図書館協議会総会

昭和42年２月に設置された同協議会は，ここ数

年中断されていましたが，昭和63年７月22日（金）

から再開しました。

※協議事項

１．新規加盟館について

（愛媛県立医療技術短期大学附属図書館）

2．幹事館・監査館の選出について

3．愛媛地区大学図書館協議会会則の一部改正

について

4．昭和63年度事業計画について

5．その他
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図 書 館業務電算化日録

昭和63年

１０月13日（木）

10月20日（木）

10月21日（金）

10月25日（火）

11月２日（水）

11月４日（金）

11月11日（金）

11月18日（金）

11月22日（火）

11月28日（月）

昭和63年度第14回サブシス

テム主任会議

第18回富士通との打合せ

第４回受入システム導入のた

めの打合せ

昭和63年度第15回サブシス

テム主任会議

係長会議（推進班会議）

図書館委員会（ＯＰＡＣ検索

デモンストレーション）

津田良成教授特別講演会「図

書館の電算化とこれからの大

学図書館」

昭和63年度第16回サブシス

テム主任会議

昭和63年度第17回サブシス

テム主任会議

第19回富士通との打合せ

第５回受入システム導入のた

めの打合せ

昭和63年度第18回サブシス

テム主任会議

係長会議（推進班会議）

昭和63年度第１９回サブシス

テム主任会議

12月８日（木）

12月15日（木）

12月20日（火）

12月22日（木）

12月23日（金）

平成元年

１月10日（火）

１月12日（木）

１月24日（火）

１月31日（火）

２月７日（火）

２月21日（火）

昭和63年度第20回サブシス

テム主任会議

第20回富士通との打合せ

昭和63年度第２１回サブシス

テム主任会議

係長会議（推進班会議）

昭和63年度第２２回サブシス

テム主任会議

昭和63年度第23回サブシス

テム主任会議

図書受入システム説明会６名

参加

昭和63年度第24回サブシス

テム主任会議

昭和63年度第25回サブシス

テム主任会議

第21回富士通との打合せ

雑誌システム説明会３名参

加

昭和63年度第26回サブシス

テム主任会議

係長会議（推進班会議）

昭和63年度第27回サブシス

テム主任会議

図書館委員会

?一ｰ、ハーーーヘーーミヘーーーヘーー～７
ノ

〈 お知らせ（
こ＝、＝、ーＬ←へ一､＝へ、シ、‐、一迫〆～ヘーベーＬ－ヘグヘー'.

、外国からの図書館見学者

昭和63年１０月から平成元年１月にかけて来館

された方は下記のとおりです。

昭和63年１０月１８日

キリバス共和国内務地方分権担当省地域開発局

アモン・ティマン青年担当官

昭和63-年１２月７日

メチョー農科大学（タイ国）

テープラソン・ウォラヨート教授（副学長）

ウィチャイ・タンワタナクン助教授

（農業経営学部長）

スメート・シリニラン助教授

（農業調査及び普及研究所長）

◎来館者

平成元年２月１日

職業訓練大学校

早野茂夫教授（図書館長）
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、新入生に対する図書館利用証の交付

について

本学の図書館を利用するためには，「図書館利

用証」（下記様式）が必要です。

新入生（院生・専攻生・研究生・聴講生・編入

生及び留学生を含む）の方は，下記の期間に全員

もれなく交付申請書を提出し，利用証の交付を受

けて下さい。

申請書の用紙は閲覧係のカウンターに用意して

あります。

なお，申請書の記入にあたっては，カウンター

上の記入例をよく見て誤りのないよう正確に記入

して下さい。

申請書提出期間（学生証が必要です）

４月12日（水）から４月24日（月）まで

利用証交付期間(学生証と印鑑が必要です）

５月８日（月）から５月22日（月）まで

※取扱時間はいずれ《ｙ

月～金は，９時から１７時まで

土は９時から１２時30分まで

、ロッカー使用上の注意，

図書館の自由閲覧室（１Ｆ）以外の各室（参考

図書室・開架閲覧室・教科書閲覧室及び書庫）に

入室するときは，カバン・袋物・手荷物等の持込

承は出来ませんので，必ずロッカーを使用して下

さい。

ロッカーの使用は，図書館を利用する場合に限

り「ロッカー使用簿」に所属・氏名・ロッカー番

号を記入し使用して下さい。

使用後は，必ず各自で使用簿にチェックし，鍵

を所定の場所に返して下さい。

図書館利用以外の目的で使用することや，鍵の

持出しは厳禁します。

なお，ロッカー使用は当日限りです。

＠学生希望図書について

昭和63年２月から昭和63年12月までに購入し

た学生希望図書は次のとおりです。

。「今西進化論」批判の旅

ベヴァリー・ホールステッド箸

築地書館1988.

ｏ心の探検隊改訂版

中島誠他著アカデミア出版会１９９７

･ヒマラヤへの道

今西均箸中央公論社１９８８

･イソド紀行

上野照夫箸Ｊ中央公論社１９８８

．論理設計入門

相原恒博他著日新出版《1984

．沖細近代経済史

向井清史著日本経済評論社１９８８

．現代原子カエ学第２版

大山彰著・オーム社１９８５

．心理学30講

杉本助男著北大路書房１９８４

．高分子研究者総覧

高分子学会編講談社．１９８８

･地球大紀行１－６巻，別巻１，２

ＮＨＫ取材班著日本放送協会１９８８

・織田信長文書の研究下巻

奥野高広著吉川弘文館１９６９

，愛媛大学記念文庫について

昭和63年ｎ月から昭和63年12月までの間に

御寄贈いただいた著書は次のとおりです。

。野村正三郎作品集１９８８

野村正三郎編嵯峨野書院１９８８

･愛媛の自然をたずねて（日曜の地学ｒ７）

鹿島愛彦編著築地書館１９８８

。Ｉ

愛媛大学附属図書館報「図書館だより」

第２６号平成元年３月２５日発行

発行…愛媛大学附属図書館
松山市文京町３番．
．Telo899-24戸7111(代）
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